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企業理念
　『私たちは、日々の生活に必要される企業を目指します。』

的に環境保全活動に取り組みます。

・廃棄物削減とリサイクル化の促進

・省資源・省エネルギーの推進

・環境保全取り組み実施の向上

        として地域・社会貢献活動を積極的に努めます。

８．   グリーン購入を促進します。

1．環境経営方針
　＜環境経営方針＞

 当社は創立以来、廃棄物収集運搬業務・浄化槽メンテナンス業務に鋭意努力を集中して参りました。

７．   環境経営システムを全社員に周知徹底、環境に対する意識の向上に努めます。　

６．   お客様や地域社会と一体となって快適な環境を創り出す喜びを分かち合えるように、地域社会の一員

５．   地域との環境コミュニケーションを大切にします。

４．   環境への具体的な取り組みとして次のことを推進します。

快適で健康的な社会を営む上で何よりも優先されるべき職種であると、世間のご理解も頂戴し誇り

常に安全・安心を念頭に置いて迅速・丁寧さサービスを提供してまいります。

　社員の一人一人が｢地域の生活環境づくりの担い手である｣ことを強く自覚し、｢循環型社会の構築に

向けて貢献する｣との意識を高め、環境経営システムを構築・運用し、全社一丸となって自主的・積極

近年、廃棄物処理・環境保全は大きくクローズアップされております。

　自然に囲まれた福山市神辺町。我々はこの地で廃棄物の収集運搬や浄化槽の保守点検・清掃という

環境の保全業務を営めることに感謝し、またその責任の重大さをしっかり受け止め、これからも日々の

業務に励んで参る所存です。

代表取締役   今  西  智  恵

2020年8月11日制定

　　　この環境方針は、全社員に周知徹底するとともに、一般に公開いたします。

　　　　　　　　

を持って仕事に取り組んでいる次第です。

　日常生活から排出されるごみ・廃棄物、日常生活に欠かせない浄化槽の維持管理、それらすべてにおいて

３．   環境マネジメントシステムを確立、定期的見直しを行い、継続的改善に努めます。

２．   事業活動においての関連法規、当社が約束したことを遵守します。

１．   業務のムリ、ムダを徹底的に排除します。

＜環境保全への行動指針＞
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2.　組織の概要

300万円

単位 2020年度 2021年度 2022年度

ｔ 2,301 2,478 2,954

百万 287 279 301

人 21 21 21

ｍ2 383 383 383

台 31 31 31

（1）名称及び代表者名

（2）法人設立年月日

（3）資本金

特別管理産業廃棄物収集運搬業務

車 輌 台 数

床 面 積

ＴＥＬ：084-962-0680 ＦＡＸ：084-962-0729

Mail：seihitsu0680@tulip.ocn.ne.jp

（6）事業内容

一般廃棄物収集運搬業務・産業廃棄物収集運搬業務

浄化槽維持管理業務　　・　浄化槽清掃業務

排水管・ピットつまり処理業務　　

（7）事業の規模

売 上 高

（5）環境管理責任者及び担当者への連絡先

環境管理責任者

〒720-2124　広島県福山市神辺町川南　1317-2　

〒720-2124　広島県福山市神辺町川南　1349-1

〒720-2123　広島県福山市神辺町川北　482-1

今西　誠一郎

昭和50年3月6日

代表取締役今西　智恵

有限会社 生必クリーナー

エコファクトリー

川南事所業本部

本社

（4）所在地

廃 棄 物 収 集 運 搬 量

活 動 規 模

当社の全組織・全活動を対象とします。

（8）認証登録範囲

従 業 員
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（9）許可一覧

（第 3407006849 号）

（第 9110006849 号）

（第 9120006849 号）

（第 3304006849 号）

（第 3457006849 号）

登　録

（県 60 第 0905 号）

（福 00 第  020 号）

◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

感染性廃棄物

感染性廃棄物

◎は積替え及び保管を含む

積替え保管施設面積 7.22㎡

積替え保管施設の保管上限量 8.6㎥

9120006849 廃プラスチック類　（発砲スチロールに限る）

（許可更新申請中）

広島県特別管理産業廃棄物収集運搬業

岡山県産業廃棄物収集運搬業

笠岡市一般廃棄物処理業

浄化槽清掃業

固形状及び液状（浄化槽汚泥）

陶
磁
器
く
ず

が
れ
き
類

動
物
性
残
渣

ゴ
ム
く
ず

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず

コ
ン
ク
リ
ー

ト
く
ず

鉱
さ
い

許 可 年 月 日 2020年3月26日

許 可 年 月 日

3407006849
9110006849

燃
え
殻

ば
い
じ
ん

汚
泥

廃
油

紙
く
ず

繊
維
く
ず

廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク

木
く
ず

福山市産業廃棄物処分業(優良産廃処理業認定)

福山市産業廃棄物収集運搬業 　

広島県産業廃棄物収集運搬業
有効

有効

有効

有効

有効

2025年3月25日

2024年3月31日

2024年3月31日

2024年3月31日

2028年8月3日

2025年10月20日

2029年8月10日

2025年3月25日2020年3月26日

許 可 年 月 日 有効2021年1月1日 2024年12月31日

2022年3月31日

2022年3月31日

2022年3月31日

2018年8月4日

2019年11月11日

許 可 年 月 日

有効

有効

有効

（第1014号）

（第 5 号）

産業廃棄物処分許可　品目別

産業廃棄物収集運搬許可　品目別

9150006849

2015年8月11日許 可 年 月 日

許 可 年 月 日

許 可 年 月 日

許 可 年 月 日

許 可 年 月 日

3304006849

3457006849

浄化槽保守点検業

浄化槽保守点検業

（第22号）

福山市一般廃棄物収集運搬業
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（10）処理施設の概要,フロー図及び廃棄物収集運搬料

廃棄物収集運搬量

一般廃棄物収集運搬量

産業廃棄物収集運搬量

特別管理産業廃棄物収集運搬量

産業廃棄物中間処理量

再生資源の回収・収集

12 台 ・バキューム車 3 台

4 台 3 台

1 台 ・営業車 2 台

3 台 ・フォークリフト 2 台

合計 30 台

（12）社員資格

・浄化槽技術管理者 2名 ・浄化槽小型合併浄化槽処理施設管理者 1名

・浄化槽管理士 6名 ・環境マネジメントシステム審査員補A7536 １名

下水道管理技術 １名  ISO14001　広島県短期技術者研修終了 １名

・浄化槽清掃技術者（環境大臣認定） 2名

・軽トラック

・高圧洗浄車

・ダンプ車

・パッカー車

〔　溶融　-　処理工程図　　〕

顧客（排出元）

施設処理工程

（11）保有車輌

製品（自動排出）

設置場所

廃プラスチック類 3.1ｔ/日

設置年月日

・浄化槽メンテナンス車

〔　　破砕　-　処理工程図　　〕

顧客（排出元）

施設処理工程

排出【選別】 排出

受入

収集運搬 収集運搬
保管

投入

自動排出成型

分解

破砕

原料投入

溶融(熱減容）
破砕

施設の種類 廃棄物の種類 処理能力 処理方式 構造及び設備の概要

電熱ヒーター溶融方式 発泡スチロール用溶融機

エコファクトリー 平成21年9月17日 破砕施設 破砕 二軸破砕機

川南事業本部 平成17年7月26日 溶融施設 廃プラスチック類 0.4ｔ/日

金属くず 1.7ｔ/日

２,６４９ｔ

３０５ｔ

０.５ｔ

７ｔ

９１３ｔ
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EA　事務局
環境管理責任者
今西　誠一郎

廃棄物事業部
環境管理推進者
：弓野　正裕 :橋本　一馬

・法規制等の要求事項登録簿を承認

・環境経営システムを構築し、実施し、管理

・自部門における環境経営システムの実施

・環境関連の外部コミュニケーションの窓口

・環境活動実施計画の実績集計

・環境目標・環境活動実施計画書原案の作成

・「環境関連法規等チェックリスト」の作成

・環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の自己チェックの実施

・環境活動実施計画書を承認

・環境管理責任者がＥＡ２１の事務局

・環境経営に関する統括責任

役割・責任・権限

・決められたことを守り、自主的・積極的に環境活動へ参加

・環境方針を理解と環境への取組の重要性を自覚

・自部門の問題点の発見、是正、予防処置

・自部門の特定された緊急事態への対応のための手順書作成、テスト・訓練・記録

・特定された項目の手順書作成及び運用管理

・自部門に関連する環境目標及び環境活動計画の実施及び達成状況の報告

・自部門の従業員に対する教育訓練の実施

・自部門における環境方針の周知

・環境方針の策定・見直し及び全従業員へ周知

・環境管理責任者を任命

・環境経営システムの実施及び管理に必要な、人、設備、費用、時間能技術者を用意

・代表者による全体の評価と見直しを実施

・環境目標の設定を承認

・環境活動の取組結果を代表者へ報告

代表者

3.実施体制と役割

環境管理推進者
浄化槽事業部

今西　智恵

社長

環境管理責任者

EA21事務局

環境管理推進者

全従業員
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2020年度の結果をもとに、2021年度からの3年の環境経営目標値を設定しました。

2020年度

基準値

二酸化炭素排出量削減 180,138.7ｋｇ-CO2 174,734.5ｋｇ-CO2 169,492.5ｋｇ-CO2 164,407.7ｋｇ-CO2

ｋｇ-CO2 3％削減 対前年比3％削減 対前年比3％削減

電気使用量削減 12,607.9kWh 12,229.6kWh 11,862.7kWh 11,506.8kWh

kWh 3％削減 対前年比3％削減 対前年比3％削減

燃料使用量 67,771L 64,382L 61,163L 58,105L

L 5％削減 対前年比5％削減 対前年比5％削減

廃棄物排出量削減 1,227kg 1,165.6kg 1,107.3kg 1,051.9kg

kg 5％削減 対前年比5％削減 対前年比5％削減

水使用量削減 393㎥ 381.2㎥ 369.8㎥ 358.7㎥

㎥ 3％削減 対前年比3％削減 対前年比3％削減

グリーン購入 5本 5本 10本 15本

品目 5品目追加 対前年比5品目追加 対前年比5品目追加

地域の溝素地に参加 2回 2回 2回 2回

回数 5品目追加 対前年比5品目追加 対前年比5品目追加

　　　　　　　　

2022年度の環境経営目標に対する実績は下記の通りとなります。

二酸化炭素排出量削減 169,492.5ｋｇ-CO2 161,677.78ｋｇ-CO2 104.8％

ｋｇ-CO2

電気使用量削減 11,862.7kWh 11,308.79kWh 104.8%

kWh

燃料使用料 61,163.L 60,895L 100.4%

L

廃棄物排出量削減 1,107.3kg 866kg 127.5%

kg

水使用量削減 369.8㎥ 403㎥ 91.7%

㎥

グリーン購入 10本 7本 70％

本

地域の溝素地に参加 2回 2本 101％

回数

　　　　　　　　

目標

※購入電力調整後排出係数0.494kg-Co2/kＷｈを使用

4.環境経営目標

環 境 目 標 2022年度2021年度 2023年度

2022年度 達成率（％)

5.環境経営目標の実績

※購入電力調整後排出係数0.494kg-Co2/kＷｈを使用

環 境 目 標
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6.環境経営活動計画の結果と次年度への取組

1.二酸化炭素排出量削減

161,677.78ｋｇ-CO2

結果 担当者

〇 豊田

× 弓野

使用していない電機は消灯 〇 今西

次年度への取り組み 2023年度目標値

１）燃費向上 ①スマートドライブ導入による運転の可視化及び運転教育の実施

２）走行距離の削減 ①業務ルートの再構築 ②社内での社員教育

2.電気使用量削減

結果 担当者

〇 今西

〇 今西

〇 今西

次年度への取り組み 2023年度目標値

3.燃料使用量の削減

結果 担当者

〇 豊田

× 弓野

次年度への取り組み 2023年度目標値

①スマートドライブ導入による運転の可視化及び運転教育の実施

①業務ルートの再構築 ②社内での社員教育

１）燃費向上

２）走行距離の削減

58,105L

燃費向上

走行距離の削減 ルートの見直し

急減速・急加速など急のつく
運転をしないよう指導

スマートドライブにより各自の運転が可視化された
ことにより以前より急のつく運転が減った

ダスト業務の業務ルートが非常に無駄が多い。アク
アに関しても、無駄な走行が多いので、各自の走
行の可視化を行うことで、無駄を省く

2022年度目標値 61,163.L 2022年度実績 60,895L

2022年度活動計画 振返り具体的な対策

11,506.8kWh

１）電気使用量削減

①空調の温度設定 ②退社時間の徹底

電気使用量削減

使用していない電機は消灯

パソコンディスプレイ側の終了
時電源オフ

空調の温度設定（暖房20℃、
冷房28℃程度）

空調の温度設定については、熱中症を防ぐため業務上致し方ない
ので、次年度より項目を変更し、実情とあった取り組みを行う。

帰社の際には、必ず電気を切り退社をするようでき
ているので、次年度より新たな目標を立てる。

使用していない電機の消灯はできているので、次
年度より新たな目標をたて実行していく。

2022年度目標値 11,862.7kWh 2022年度実績 11,308.79kWh

2022年度活動計画 振返りと次年度への取組具体的な対策

164,407.7ｋｇ-CO2

2022年度目標値 169,492.5ｋｇ-CO2 2022年度実績

2022年度活動計画

こまめな消灯
使用していない電気の消灯はできているので、次
年度より新たな目標を縦実行していく。

具体的な対策 振返りと次年度への取組

燃費向上

走行距離の削減 ルートの見直し

急減速・急加速など急のつく
運転をしないよう指導

スマートドライブにより各自の運転が可視化された
ことにより以前より急のつく運転が減った

一部業務にてルートの見直しができたが、全体とし
てはできていない。次年度はダスト業務のルートの
見直しを行う。
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4.廃棄物排出量削減

結果 担当者

〇 弓野

× 弓野

次年度への取り組み 2023年度目標値

5.水使用量削減

結果 担当者

× 橋本

× 豊田

次年度への取り組み 2023年度目標値

②タオルでの洗車

2022年度活動計画 具体的な対策

①洗車時間の短縮

１）水使用量削減

358.7㎥

水使用量削減 タオルでの洗車

洗車時間の短縮

②リサイクル品目を増やす

１）排出量抑制

2022年度目標値 369.8㎥ 2022年度実績 403㎥

紙など再資源できるものにつては、分別の徹底を
目標にしていたが、まだ廃棄物として出しているも
のも多々あったので再度周知を行う

①分別の徹底

1,051.9kg

分別 分別の徹底

1,107.3kg 866kg2022年度実績2022年度目標値

資源化

2022年度活動計画 具体的な対策

小型家電については、リサイクルを行う業者がいた
ため、廃棄物としてではなく、リサイクル品として処
分業者へ搬入。

振返りと次年度への取組

リサイクル業者の選定

振返りと次年度への取組

洗車時にまだ無駄な水の使い方が見受けられるの
で、再徹底していく。

タオルでの洗車をしている状況をあまり見ていな
い。タオルで吹くことで十分きれいになる場合に
は、タオルでの洗車を引き続き働きかけていく。
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7.環境関連法規

法的義務を受ける主な環境関連法規は以下の通りです。

適用される法規制 適用される事項

廃棄物処理法 一般廃棄物、産業廃棄物

浄化槽法 浄化槽維持管理、清掃、浄化槽法定検査

家電リサイクル法 リサイクル家電処分

道路交通法 車両、車両整備等

消防法 事務所等建物

フロン排出抑制法 業務用冷蔵庫等

ﾌﾟﾗｽﾁｯｸ資源循環法 排出抑制、教育

8.代表者による全体評価の見直し
1）評価

　このエくアクション21への社内での取り組みが、一部社員により進められている状況が依然としてある。

本来ならば、社内が一丸となり、各自が目標を意識し行動に移さなければならないのだが、いまだにそういった

形が取れていない。かかわるメンバーを増やす、ミーティング時に必ずエコアクションの活動報告を行うなどし

各自が当事者意識を持てるよう次年度より活動していく。

2）指示

　評価に記載の通り、組織全体としてエコアクションを取組む体制を再度構築していく必要がある。

各自が意識し、行動を変えるようにしていくためには、『可視化』が必要である。よって、定期的に目標と進捗状況

の報告の場を再度設ける指示をした。

　環境関連法規への違反は有りません。

なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去3年間ありません。

代表者取締役社長　今西　智恵

(有)生必クリーナー
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